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以下の内容の議論を1999年4月10日～18日に三朝で行った。

　上部マントルのメルト抽出・交代作用過程を明確にするため、標記岩体のかんらん岩全

岩と単斜輝石から化学組成およびSr・Nd同位体比を求め、以下の知見を得た。全岩の酸化

物・HREE－MgO濃度の相関から、標記岩体は単一根源物質からメルトが様々な程度抽出

されることで生じたとした。しかし、得られたSr・Nd同位体や微量元素組成は単純なメル

ト抽出だけでは説明できないため、全岩のCe1Yb比一Nd同位体比を用いかんらん岩を2

系列に分類した。1）：LREEに枯渇し、枯渇した同位体組成を示す（DP）系列と2）LREE

に肥沃し、肥沃した同位体組成を示す（EP）系列である。DP系列の全岩Sm－Nd年代は、・

約8億年を示し、得られた初生値は、当時の中央海嶺玄武岩（MORB）根源物質の値とほぽ一

致する。従って、標記岩体は中央海嶺でメルトが抽出された残さかんらん岩で構成されて

いるとした。さらに、全岩のMgO－Yb相関から、メルト抽出はざくろ石～スピネルかん

らん岩安定領域境界付近で起こったとした。また、EP系列の化学・同位体組成の特徴は、

残さマントルと同位体組成・LREEを含むインコンパティブル元素に肥沃した流体の混合

で説明できるとした。この流体は、沈み込むスラブの深度増加による脱水過程で放出され

たとした。以上のことから、この岩体で観察されるcm～数100m規模の層状構造は、メル

ト抽出時にできた大規模で単純な層序が、マントルウェッジで水が加わった結果、引き伸

ばしと折りたたみが促進されて生じたと推測した。
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